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 要 旨 
アルコール関連の害における研究と公共政策の文献は、主に短期間のアルコール政策の

影響に焦点が当てられる。しかし、癌を含むアルコール関連の慢性疾患への介入効果のエ

ビデンスは増加している。商品の価格上昇と消費減少のために入手を制限する介入および

長期間の健康増進を理解することは、タバコ規制の経験より支持される。その間にも、ア

ルコール政策開発において、アルコール産業からの負の関与は、初期の介入と潜在的な多

くの命を救う努力を妨げている。アルコール関連癌の負担がより明確になっているため、

効果的なアルコール政策は速やかに導入されるべきである。 
本論文は、アルコール摂取を減らす重要な法的介入、アルコール関連癌のリスクを減ら

す介入の可能性およびこれらの介入を実行する上での障壁について紹介する。包括的なア

ルコール政策発動の議論と同様にオーストラリア、ニュージーランド、英国における法改

正の努力が例として挙げられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 




